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要約
Microsoft( Virtual Server 2005 R2 は、費用対効率が高くサポートが充実した、Windows Server System™ プラットフォーム向けサーバー仮想化テクノロジです。Virtual Server を使用することにより、ホスティング事業者は柔軟性と拡張性を備えたサービスを市場に提供することができます。また、ハードウェアの使用率を高め、物理ハードウェアの投資から高い利益を得られるようになります。Virtual Server は Windows Server™ 2003 と連携して、ゲスト環境でほとんどの主要な x86 オペレーティング システムを実行する仮想化プラットフォームを提供し、Windows Server オペレーティング システムや Windows Server System アプリケーションのホストとしてマイクロソフトからサポートが提供されます。Virtual Server 2005 R2 に用意されている広範な COM API と、バーチャル ハード ディスク (VHD) フォーマットおよびバーチャル ネットワークのサポートを組み合わせることにより、ポータブルでネットワーク接続されたバーチャル マシンをスクリプトで完全に制御できます。Virtual Server は展開や繰り返し行われる変更および構成を容易に自動化できます。このドキュメントは暫定版であり、このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行日におけるマイクロソフトの見解を示すものです。マイクロソフトは市場の変化に対応する必要があるため、このドキュメントの内容に関する責任をマイクロソフトは問われないものとします。また、発行日以降に発表される情報の正確性を保証できません。
このホワイト ペーパーに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示、黙示、または法律上の規定に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。
お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。 

マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
別途記載されていない場合、このソフトウェアおよび関連するドキュメントで使用している会社、組織、製品、ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人物、場所、出来事などの名称は架空のものです。実在する名称とは一切関係ありません。 
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はじめに
Virtual Server について
Microsoft Virtual Server は、ソフトウェア用に x86 ハードウェアをエミュレートするための仮想化製品です。Virtual Server では、エミュレートされたハードウェア システムのインスタンスを、"ゲスト" という概念でサポートします。各システムは同一ホスト上で実行される他のシステムから分離され、Windows、Linux、Solaris など、ほとんどの x86 ベースのオペレーティング システムを実行できます。
サーバー アプリケーションが最新のサーバーの性能を完全に活用することは少ないため、仮想化はプロセッサの使用率を最適化するためにも使用されています。最近の調査によると、サーバーはピーク時に高速なプロセッサ能力を必要としますが、多くの時間はアイドル状態にあることがわかっています。
現在、ホスティング サービス プロバイダはマイクロソフトをはじめとする様々なベンダの仮想化テクノロジを使用しています。ホスティング ビジネスにおける仮想化の一般的な利用方法として、仮想専用ホスティング サービスが提供され始めています。
「現在、競合他社によるバーチャル マシンの管理は複雑で特別な技術を必要とし、コストが高くなりがちです。マイクロソフトの仮想化戦略は、この点で大きく異なっています。当社では、仮想化をお客様自身で管理可能な動的システムを実現するための主要なテクノロジと位置づけています。プラットフォームからオペレーティング システム、アプリケーション、管理レイヤにわたり、完全な仮想化ソリューションを適用することで、お客様が運用コストを大幅に削減し、サーバーの使用率を向上させ、より高い投資収益率を得られる機能を提供します」 

－ マイクロソフト、サーバーおよびツール ビジネス担当上級副社長、Bob Muglia 

仮想専用ホスティングのシナリオ
現在、ホスティング事業者は、より高いレベルの機能をより低価格で提供する必要性に迫られています。また、開発用のテスト環境や、マーケティングや宣伝用の Web サイト、または仮想的なプロジェクト チームの集合ポイントなど、短期的な要求に応えるため、より迅速なサービスのプロビジョニングが求められています。たとえば、6 か月間の契約で専用サーバー システムをホスティングする場合、ハードウェアの費用が含まれないことが少なくありません。また、最新テクノロジを求める顧客の要望により、ホスティング事業者は古い機器を再販する前に更新する必要が出てくる場合があります。
仮想化テクノロジを利用すれば、短期間かつ低コストで専用環境を構築できるようになるため、ホスティング事業者はハードウェア投資からの収益を向上させることができます。 

仮想化テクノロジはホスティング業界において様々な形で利用されます。最も普及しているシナリオの 1 つは、1 台の物理サーバーを複数の仮想専用サーバーに分割するというものです。これは、“VPS” または "バーチャル プライベート サーバー" ホスティングと呼ばれます。専用ホスティングの一般的なシナリオでは、インターネットに接続された特定の仕様の物理サーバーが提供されます。管理は通常、ターミナル サービスを使用して利用者が行います。仮想専用ホスティングのシナリオでは、物理サーバーがバーチャル マシンの "インスタンス" に置き換えられます。サービス プロバイダは通常、ベースとなる OS 構成を提供し、利用者はターミナル サービスを通してリモートで管理や運用を行います。
仮想専用ホスティングには、次のような様々な形態があります。
· 低コストの専用サーバー
ホスティング サービスの利用者は、専用サーバーを使用する場合と同様のレベルで環境を管理し、設備コストを低く抑えたいと考えています。ホスティング事業者は Virtual Server を使用することによって、専用サーバーを使用する場合と同様の環境を、他の方法では実現できない低価格で提供できます。
· 実現性検証のための環境
利用者は、ハードウェアを購入せずに製品またはソリューションの実現性検証の環境を構築したいと考えています。ホスティング事業者は仮想化を使用することによって、資本コストを発生させずに 1 台のサーバー上に完全なネットワーク環境を構成できます。
· ビジネス連続性の管理
IT 管理者は、運用環境のダウンタイムをなくす方法を常に求めています。Windows Server の仮想化は、ダウンタイムをなくすための効率的な障害回復機能を提供します。Windows Server の仮想化によって構築される強固で柔軟性のある仮想環境は、計画的および予定外のダウンタイムの影響を最小限に抑えます。
· ソフトウェアのテストと開発
仮想化テクノロジが最も有効な分野の 1 つとして、ソフトウェアのテストと開発が挙げられます。ここでは、常に変化する要件にすばやく対応できる環境を自動的に統合できることが求められます。Windows Server の仮想化によって、テスト用ハードウェアを最小限に抑え、ライフサイクル管理を向上し、より広範にテストを実施できます。
パフォーマンス レベルとサービス レベル
専用ホスティング業界には多くの形態があり、価格、パフォーマンス、管理サポートなどの点に様々な違いがあります。仮想専用型のホスティングの形態も様々です。仮想専用ホスティングにおける重要な要素として、"ゲスト" の密度が挙げられます。これは、物理サーバーあたりのゲスト オペレーティング システムの割合を示すものです。特定のホスト上に置かれる各 "ゲスト" インスタンスのパフォーマンスと拡張性は、ゲストの数と、各ゲスト上でアクティブになっているワークロードと密接に関連します。運営者はホスティング サービスを最適化する際に、ゲスト インスタンスの負荷と密度について慎重に検討する必要があります。   

この文書では、ハードウェア、パフォーマンス、密度に関する推奨事項と概要について説明します。サービス プロバイダは、オプションを評価してサービスの提供先となる市場に最適なものは何かを最終的に決定する必要があります。
仮想化のメリット
現在、ホスティング事業者は、より高い価値をより低価格で顧客に提供するという必要性に迫られています。また、データ センターの電力や容積が限界に近づくにつれ、物理的な IT 資産の活用を最適化することが欠かせなくなっています。多くの専用サーバーのホスティング事業者では、顧客のサーバーの使用率が非常に低いという共通した状況にあるということを、マイクロソフトは認識しています。多くの顧客のサーバーの使用率は 10 ～ 15% の範囲にあり、5% 未満ということも少なくありません。マイクロソフトの仮想化ソリューションを使用すれば、サーバー管理者や開発者が共有するこのような課題の多くに対処できるようになります。
サーバー ホスティング製品戦略の一環であるマイクロソフトの仮想化ソリューションは、ハードウェアの使用率を高め、ホスティング事業者が新規サービスを迅速に構成し展開できるようにするだけでなく、次のようなメリットをもたらします。
ハードウェア リソースの効率的な使用。仮想サーバーは、ホスティング製品として提供する際、基盤となるハードウェアからは分離されます。そのため、ホスティング事業者固有の市場要求に合わせて構成し提供することが可能です。専用サーバーを提供する場合のように、テクノロジの進化に左右される必要はありません。物理サーバー テクノロジの進化と、サポートするマシンの分離およびリソース管理により、仮想環境はマルチテナント環境を実現し、ホスティング事業者にとってより魅力的なものになっています。 

管理面における生産性と対応の強化。Microsoft Virtual Server は System Center Operations Manager などの既存のサーバー管理ツールと簡単に統合できます。また、System Center Virtual Machine Manager (SCVMM) などの洗練されたツールによって Windows バーチャル マシンの管理をより容易なものにしています。ハードウェアにとらわれない環境でワークロードを統合し、IT 管理フレームワークを物理面および仮想面から統合することにより、管理者は運用コストを削減しながらより機動的なデータ センターを構築できます。
サポートが充実しているサーバー仮想化ソリューション。Virtual Server は、サーバー オペレーティング システムやアプリケーションと連携して徹底的にテストが行われただけでなく、マイクロソフトによって広くサポートされています。そのため、Virtual Server はマイクロソフトのみならず ISV コミュニティにおいてもサポートが充実した仮想化ソリューションになっています。共通のバーチャル ハード ディスク (VHD) フォーマットを使用することによって、マイクロソフトの仮想化に透過的に移行するパスが確保され、Virtual Server 用に作成されたすべてのバーチャル マシンへの投資が保護されます。
アーキテクチャの計画 

ネットワークに関する考慮事項
Virtual Server 2005 は、最大 4 つのバーチャル ネットワーク インターフェイス カード (NIC) をサポートします。バーチャル ネットワークは、バックエンドとフロントエンドを備えた構造でセットアップすることが理想です。また、2 つのバーチャル ネットワークは、Virtual Server のホスト上に専用の物理ネットワーク アダプタを設けて接続する必要があります。ホスト サーバーにマルチポートの NIC を使用することをお勧めします。  

注 : ゲスト オペレーティング システムのネットワークは、ホスト システムから分離させることが可能であり、そのようにすることをお勧めします。Virtual Server では、ホスト アダプタの NIC に対する特定のプロトコル バインディングは必要ありません (つまり、ゲスト専用のホスト アダプタのチェック ボックスをすべてオフにすることができます)。ホスト アダプタは、Virtual Server の Web ベースの管理ツールを使用してゲストにマッピングします。通常の構成では、ホストに 3 つのアクティブな NIC を使用します。1 つの NIC はホストにバインドし、残り 2 つの NIC を、フロントエンドとバックエンドのそれぞれの仮想ローカル エリア ネットワーク (VLAN) にバインドします。  
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認証に関する考慮事項
ホスト コンピュータとゲスト インスタンスの両方を Microsoft Windows Active Directory ドメインのメンバにすることを推奨します。ドメインは、ユーザー アカウント (ホスト管理アカウントとローカル ゲスト管理アカウントの両方) を認証し管理する単一のソースを確立するために使用します。ドメイン内でサーバーを管理することにより、グループ ポリシーを使用および応用する際に優れた基盤を確保できます。Active Directory を使用して集中管理を行う方法の詳細については、Microsoft Solution for Windows Based Hosting version 4.0 以降を参照してください。
ハードウェアに関する考慮事項
推奨される構成
Virtual Server プラットフォーム上でサーバーをホスティングするには、ホスト サーバーに高い可用性と最大限のパフォーマンスが要求されます。これらの要件は、次のような Virtual Server ホスト ハードウェア構成によって満たすことができます。

CPU : (2) 64 ビット デュアルコア Intel Xeon プロセッサ
メモリ : 8 ～ 32 GB (ゲストの密度と要件によって異なる)
オペレーティング システム : Windows 2003 Standard x64 Edition
NIC : (2) ギガビット ネットワーク カード
ストレージ : 500 GB (RAID 10)

(注 : Windows 2003 x64 Edition の推奨事項。64 ビット版の Windows は、64 ビット版の Virtual Server R2 を使用した場合に高い拡張性が得られます。64 ビット版では、ゲスト インスタンスで高いパフォーマンスが得られます。それ以外では、32 ビット版と 64 ビット版の機能に違いはありません。64 ビット版を使用しても、ゲストで実行可能なのは 32 ビットのオペレーティング システムのみになります。)

Windows 2003 と Virtual Server

Windows Server 2003 上で Virtual Server 2005 R2 を実行する場合、Windows Server Catalog に掲載されているほとんどのデバイスがサポートされます。こうした互換性によって、多様なハードウェア上で Virtual Server 2005 R2 を実行することができます。

仮想ゲスト ハードウェアの特徴は、次のとおりです。
· 各バーチャル マシンでは、同じ仮想デバイスのセットが提供されます。
· 1 個の仮想プロセッサ (実際のプロセッサを基に ID を付与)

· 最大 3.6 GB のシステム メモリ 

· Virtual Server 2005 R2 では最大 64 GB のホスト メモリがサポートされます。
· ホスト メモリを超えるメモリ量をバーチャル マシンに割り当てることはできません。
· 440BX チップセット。 

· Adaptec 2940 PCI SCSI コントローラ (最大 4 バス)。
· S3 Trio64 SVGA (2D ハードウェア アクセラレーション)。
· Intel 21140 イーサネット アダプタによる PXE ブートのサポート (最大 4 つの仮想 NIC)。
· ローカルのバーチャル ネットワーク接続とデバイスとの関連付けは不要です。
· バーチャル マシンはバーチャル ネットワーク接続を使用しないように構成することも可能です。
· IDE/ATAPI コントローラ。
· レガシ デバイス - キーボード、マウス、COM ポート、LPT ポート、CMOS、PIC、DMA など。
Virtual Server 2005 R2 では、インスタンス間でのゲストのクラスタ化がサポートされるほか、より高度なシナリオとしてホスト間でのクラスタ化もサポートされます。詳細については、Virtual Server 2005 R2 リリース ノート を参照してください。
64 ビットのサポート 

Virtual Server 2005 R2 は、x64 Windows のホスト オペレーティング システム内でネイティブに実行されます。これにより、優れたパフォーマンスが得られるとともに、より多くのメモリを搭載し高い拡張性を得られます。
64 ビット オペレーティング システムが提供する追加のメモリ アドレス空間によって、1 台のホスト サーバー上でより多くのゲスト マシンを実行できます。
· 64 ビット システム上で実行される Virtual Server 2005 R2 には、メモリ アパーチャの制限がありません。
Virtual Server 2005 R2 は、次の 64 ビット ホスト オペレーティング システムでサポートされます。
· Windows Server 2003 Standard x64 Edition

· Windows Server 2003 Enterprise x64 Edition 

· Windows XP Professional x64 Edition
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Virtual Server のセットアップと構成
インストールとオプション
Virtual Server のセットアップは、次の手順で行われます。
· IIS をインストールします。管理 Web サイトを使用して Virtual Server を管理するには、インターネット インフォメーション サービス (IIS) の WWW (World Wide Web) サービスをインストールする必要があります。IIS のインストールの詳細については、IIS のドキュメントを参照してください。
· Virtual Server をインストールします。Virtual Server のインストールには、2 種類の構成オプションがあります。1 台の物理コンピュータ上に Virtual Server サービスと Web サイト コンポーネントの両方をインストールする方法と、複数のコンピュータを使用して Virtual Server サービスと Web サイト コンポーネントを分離する方法です。これらのオプションの詳細については、Installing the Administration Website を参照してください。物理コンピュータ上に Virtual Server をインストールする方法の説明については、Install Virtual Server を参照してください。管理 Web サイトの詳細については、Open the Administration Website を参照してください。
· バーチャル マシンを追加または作成します。ゲストとして実行するオペレーティング システムには、それぞれにバーチャル マシンを追加する必要があります。Virtual Server にバーチャル マシンを追加する方法の詳細については、Setting Up Virtual Machines for Virtual Server を参照してください。 

· ゲスト オペレーティング システムとバーチャル マシン追加機能を追加します。目的に応じて、バーチャル マシンにゲスト オペレーティング システムとバーチャル マシン追加機能を追加します。ブート CD の ISO イメージを使用して新しいオペレーティング システムをインストールするか、ゲスト内で PXE ブート機能を使用することができます。詳細については、Setting Up Operating Systems for Virtual Machines in Virtual Server を参照してください。  

· セットアップ後の作業を行います。目的に応じて、sysprep を実行するなど、バーチャル マシン上でセットアップ後の作業を行います。
注 :  
Virtual Server はコマンド プロンプトからインストールすることもできます。手動インストールと無人インストールの両方がサポートされます。詳細については、Installing Virtual Server from the command line を参照してください。
Virtual Server の拡張性
拡張性の主要な要素
仮想ゲスト インスタンスの拡張性は、いくつかの要因によって大きく左右されます。パフォーマンスのボトルネックとなるのは、メモリ、ディスク、ネットワークの順で高くなります。規模だけを考えると、メモリの可用性によってどれだけゲスト インスタンスを収容できるかが決まります。ゲスト マシンのメモリは共有されずにスタックされます。3 つのゲストがそれぞれ 1 GB の RAM を使用する場合、ホスト システムには少なくとも 3.5 GB 程度の RAM が搭載されている必要があります。ホスト OS はこのうち 512 MB のシステム メモリを利用します。一般に、Windows はメモリが多いほど良好に動作します。したがって、サービス プロバイダは搭載する物理メモリと、ゲストの種類や構成するサービスのバランスについて考慮する必要があります。ゲストの拡張性は、全体的なディスク パフォーマンスによる影響も受けます。Windows ではページング ファイルを頻繁に使用するため、複数のゲストが同一のディスク リソースに同時にアクセスしようとすると、パフォーマンスが低下する可能性があります。ゲスト インスタンス (VHD の配置場所) を複数のスピンドルや、異なるディスク インターフェイスまたは SAN インターフェイスに分離することによって、全体的なパフォーマンスを大幅に向上できる場合があります。最後になりますが、ネットワークのパフォーマンスもボトルネックになる場合があります。ただし、ホスティングのシナリオでは、ゲストの全体的な拡張性 (特定の種類のハードウェア内に最大いくつのゲスト インスタンスを収容することができるか) を考えるときに、ネットワークはそれほど重要な問題ではありません。
仮想専用ホスティング シナリオにおける推奨事項
次の構成は、ホスティング事業者が現在採用している代表的なシナリオです。
ハードウェア : 

· 64 ビットのデュアル プロセッサ、6 GB の Zeon RAM、デュアル NIC、300 GB の SATA

1 台のハードウェア上のゲスト密度によって、提供する価格やパフォーマンスを決めることができます。多くのホスティング事業者は、ハードウェアの構成を固定し、ゲスト密度の違いに応じて 2 ～ 3 種類の価格を用意しています。
例 : 

· バリュー ホスティング : 月額 39 ドル、Windows 2003 Server Standard Edition、512 MB の RAM、8 つのゲストで共有。
· バリュー プラス ホスティング : 月額 69 ドル、Windows 2003 Server Standard Edition、1 GB の RAM、4 つのゲストで共有。
· パフォーマンス ホスティング : 月額 89 ドル、Windows 2003 Server Standard Edition、2 GB の RAM、2 つのゲストで共有。
注 : 上記の価格は一例であり、価格に関する当社の見解を反映したものではありません。
Virtual Server 2005 R2 リリース ノート には、様々なベスト プラクティスが記載されています。 

メモリ
状況に応じて、ホスト オペレーティング システムで物理アドレス拡張 (PAE) X86 を有効にする必要があります。PAE X86 によってホスト オペレーティング システムは 4 GB を超える物理メモリにアクセスできるようになります。ただし、バーチャル マシンでは PAE X86 を有効にしないでください。バーチャル マシンでアクセスできるメモリは最大 3.6 GB であるため、このテクノロジは必要ありません。
PAE X86 の詳細については、マイクロソフトの TechNet Web サイトにある "Enterprise Memory Architecture" を参照してください。
ディスク
ワークロードが高い場合、ホスト オペレーティング システムによってディスクのタイムアウトやディスク キューの長さの異常が報告される可能性があります。この問題を回避するには、次のような構成でローカル ストレージを構成します。
· 複数の物理ドライブ スピンドル
· 複数のスピンドルに負荷を分散させる RAID

· SCSI などの高速アクセスが可能なディスク
ストレージの選択肢としては他に iSCSI があります。iSCSI を使用することにより、通常使用されるファイバ チャネルの代わりに、より低価格でシンプルなハードウェアを使用してサーバーとストレージを接続できます。iSCSI を使用すると、サーバーとストレージを接続するハードウェアにかかる費用を最小限に抑えることができます。
iSCSI を使用すれば、ファイバ チャネルより価格を低く抑えられるだけではなく、ハードウェアを新しく展開したりハードウェア コンポーネントを置き換えた後に再構成したりする場合に、構成を簡単に行うことができます。
iSCSI with Virtual Server を使用する方法の詳細については、Virtual Server 2005 R2 リリース ノート を参照してください。
また、バーチャル マシンでストレージ エリア ネットワーク (SAN) を使用することも可能です。SAN で使用されるストレージ固有のプロトコルの性質によって、この実装はローカル ディスクで行うよりも高速になる場合があります。ただし、ホスト バス アダプタでボトルネックが発生しないように、トラフィック レベルを監視する必要があります。SAN with Virtual Server を使用する方法の詳細については、Virtual Server 2005 R2 リリース ノート を参照してください。
ネットワーク
ネットワークの利用率の高いバーチャル マシンは、物理コンピュータ上の物理ネットワーク アダプタに負荷をかけます。これにより、ネットワーク アダプタを使用したホスト オペレーティング システムへの接続やホスト オペレーティングの管理が困難になる場合があります。この問題を解消するには、物理コンピュータに 2 つ以上のネットワーク アダプタを構成することをお勧めします。ネットワーク アダプタのいずれか 1 つは、ホスト オペレーティング システムのみが使用するようにします。このような構成にするには、この専用ネットワーク アダプタからバーチャル マシン ネットワーク サービスのバインドを解除します。バーチャル マシン用に使用する他のすべてのネットワーク アダプタから、バーチャル マシン ネットワーク サービス以外のすべてのネットワーク プロトコル (伝送制御プロトコル/インターネット プロトコル [TCP/IP] など) のバインドを解除します。これにより、これらのネットワーク アダプタは Virtual Server ネットワーク専用のネットワーク アダプタになります。
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プロビジョニングの自動化
ホスティングのシナリオでは、ハードウェア コンポーネントやソフトウェア コンポーネントを効率的に構成することが必要になる場合が少なくありません。サーバーのプロビジョニング プロセスを自動化するため、様々な手法が使用されています。多くの場合、バーチャル マシンも物理ハードウェアと同様に扱うことができます。Virtual Server のゲスト インスタンスでは PXE ブートをサポートしているため、ブートとサーバー構築のプロセスを自動化することができます。物理システムの管理用に現在使用されているほとんどのツールは、仮想化されたゲスト インスタンスに適用できます。
仮想サーバーが物理サーバーと異なるのは、ゲストの状態がすべて 1 つの VHD ファイル内に格納されるという点です。このため、その他のレプリケーション手法は、ゲスト インスタンスの複製とカスタマイズにも使用できます。
自動化に関するヒント
ホスティング環境の生産性を高めて新しい仮想サーバーを構築する時間を短縮するには、次のヒントを参考にしてください。
物理サーバーの ADS イメージング
標準的な "ホスト" システム構成を保持することにより、Microsoft Automated Deployment Service (ADS) を使用してホスト OS のイメージを作成することができます。必要なアプリケーションやクライアントをすべてこのイメージに取り込むことによって、数分間で展開とカスタマイズを行うことが可能になります。これは、顧客向けの Virtual Server のホスティングにも利用できます。ADS API を使用し、Microsoft Operations Manager などの監視用インフラストラクチャからイベント トリガを起動することによって、このプロセス自体を自動化できます。
Virtual Server のイメージ ライブラリ
バーチャル マシン イメージのコレクションは VHD 形式でストレージに格納し、すべての物理ホスト サーバーで利用できるようにすることができます。ライブラリ内のイメージの構成はホスティング事業者が販売する "商品" を反映します。このようにライブラリ化されたイメージは迅速に展開しカスタマイズすることができるため、顧客は Web ベースで購入した後 "すぐに" 使用できます。Windows OS をベースとするインスタンスは、OS インスタンスを複製する前に sysprep を実行する必要があります。sysprep が実行されたイメージには、ホスト名や IP アドレス情報などの固有情報を、手動で入力するか応答ファイルを使用して自動的に設定する必要があります。sysprep の詳細については、Windows Server のブート CD に含まれるドキュメントやユーティリティを参照してください。  

プロビジョニングの自動化とオーケストレーション
Microsoft Solution for Windows based Hosting (WBH) は、プロビジョニングの完全な自動フローを目指すサービス プロバイダに、自動化を適用するための情報を提供します。このソリューションには、Microsoft Provisioning System (MPS) に関する情報も含まれます。  

MPS は、システム コンポーネントの操作を行うためのプロバイダ セットを備えた、トランザクション ベースのエンジンです。Windows-based Hosting for Applications には、リファレンス アーキテクチャに加え、MPS の SDK も含まれています。MPS には、ソース コード付きのサンプル プロバイダなど、様々な種類のプロバイダが含まれています。MPS のオーケストレーション エンジンが持つ機能と、付属のプロバイダを合わせて使用することにより、数百もの個別の手順を 1 つのトランザクションにまとめ、ユーザー関連のタスクやプロビジョニング関連のタスクを自動化することができます。 

MPS のトランザクションは、モジュール化されたプロバイダを通して実行されます。プロバイダとは、データ センター内のサービスと相互作用を行うための、コンパイル済みのコードです。このソリューションには 20 を超えるベース プロバイダが用意されており、IIS、Active Directory、DNS、ファイル システム、汎用的なスクリプト プロバイダなどのコンポーネントの操作を可能にします。プロバイダ コンポーネントによって実行される作業は、MPF の名前付きプロシージャを通して制御されます。これらのプロシージャは、機能別に名前空間にグループ化されています。名前付きプロシージャは、特定のサービスを準備するために必要なタスクを XML で記述したものです。名前付きプロシージャの例として、Add User や Delete User があります。名前空間は、名前付きプロシージャを機能別にグループ化し、ビジネス ロジック内でラッピングして、サービスを準備するために必要なワークフローを実行します。名前空間の例として、Managed WebHosting や Windows-Based Hosting Namespace があります。ISV やサービス プロバイダは、カスタム プロバイダを作成して MPS が作成済みのコード ベースと通信できるようにしたり、名前空間レイヤで他のプロバイダとやりとりできるようにしたりすることが可能です。
MPS および WBH のソリューションの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/technet/serviceproviders/library3/default.mspx?mfr=true を参照してください。 

MPS SDK は、http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ce3fc537-86ae-4802-9a05-43e2a27a4b45&displaylang=en からダウンロードできます。
Virtual Server の COM インターフェイス
Virtual Server 2005 R2 では数多くの COM インターフェイスが公開されており、42 個のインターフェイスや数百の呼び出しを利用してバーチャル マシン環境を監視および制御できます。Virtual Server 2005 R2 のすべての Web ベースのユーザー インターフェイスは、スクリプト言語を通して COM インターフェイスを使用しており、バーチャル マシンのカスタマイズを容易に行うことができます。スクリプト モデルは COM をベースとしているため、特定のスクリプト言語に依存することはありません。開発者は、Visual Basic、C#、Perl など現在使用されている多くの開発言語から選択できます。さらに、Virtual Server 2005 R2 内の特定のイベントによってスクリプトを "トリガ" することもできます。Virtual Server 2005 R2 COM API を使用することによって、顧客はカスタマイズや自動化をより容易に行えるというメリットが得られます。
スクリプト用 API を利用することによって、Virtual Server 2005 R2 は仮想化ソリューションの強力なプラットフォームになります。 

· スクリプト用 API は、バーチャル マシンの構成や管理をプログラムによって制御することを可能にします。 

· これにより、バーチャル マシンの展開や運用を自動化できます。
· スクリプト用 API により、顧客はバーチャル マシンを既存の IT インフラストラクチャの運用に統合して、より少ないコストで優れた管理性を得ることができます。
監視と管理
Virtual Server 向け MOM サポート パック
Microsoft® Virtual Server 2005 R2 Management Pack を利用すると、Virtual Server サービスを実行している物理コンピュータ、およびこのサービスがホストしているバーチャル マシンを、Microsoft® Operations Manager 2005 (MOM) で監視することができます。この管理パックでは、Microsoft® Virtual Server 2005 Management Pack の監視とレポートの機能が拡張されています。この管理パックを使用して、Microsoft® Virtual Server 2005 R2 または Virtual Server 2005 を実行しているサーバーを監視することができます。
MOM の詳細については、MOM Management Pack Guide を参照してください。
Virtual Server Management Pack の主要な機能
Virtual Server 2005 Management Pack の R2 リリースには、次の新機能が含まれています。
· すべてのバーチャル マシンの電源状態に関する警告
· 図式表示
· 仮想化の候補に関するレポート 

· パフォーマンス履歴のレポート 

· Virtual Server 管理パックの警告を独立した通知グループに分離
· バーチャル マシンのホスト オペレーティング システムとゲスト オペレーティング システムの識別
· バーチャル マシンの名前とゲスト オペレーティング システムのコンピュータ名が一致しない場合に警告を表示
サービス プロバイダのライセンス
サービス プロバイダ ライセンス契約 (SPLA) を締結すると、サービス プロバイダ、およびホスティング サービスを提供する ISV は、マイクロソフト製品のライセンスを月単位で取得することができ、サービスやホスティング アプリケーションをエンド ユーザーに提供することが可能となります。 
使用権のドキュメントなど、サービス プロバイダのライセンスの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/serviceproviders/business/spl/default.mspx を参照してください。

ライセンス モデル
サービス プロバイダのライセンスには、Microsoft Windows Server 2003 の主要なすべてのエディションのライセンス オプションが含まれます。Microsoft Windows Server 2003 Datacenter Edition は、仮想専用ホスティングのシナリオ向けに最適なモデルを提供します。このエディションでは、Virtual Server のゲスト インスタンスを無制限に作成および実行しても、各ゲスト環境用の追加のライセンス費用が発生しません。  

注 : これは、『Microsoft サービス プロバイダ製品使用権説明書』で説明されているように、Web ホスティングのシナリオにのみに適用されます。  

サーバーのプロセッサに対して Windows Server Datacenter Edition をライセンス供与するだけで、顧客はホスト オペレーティング システムとして Windows Server Standard Edition、Enterprise Edition、Datacenter Edition を実行できるようになります。  

例 : 

	シナリオ
	必要なライセンス

	シングル プロセッサのホストで Windows Server 2003 Standard Edition を実行。
各ホストでは 6 個の仮想ゲストが Windows Server Standard Edition を実行。
	Windows DataCenter Edition の 1 プロセッサ 
ライセンス

	デュアル プロセッサのホストで Windows Server 2003 Standard Edition を実行。
各ホストでは 8 個の仮想ゲストが Windows Server Standard Edition を実行。
	Windows DataCenter Edition の 2 プロセッサ 
ライセンス

	クワッド プロセッサのホストで Windows Server 2003 Enterprise Edition を実行。
各ホストでは 20 個の仮想ゲストが Windows Server Standard Edition を実行。
	Windows DataCenter Edition の 4 プロセッサ 
ライセンス


関連情報のリンク
· Virtual Server リリース ノート
· Enterprise Memory Architecture
· MOM Management Pack Guide
· Microsoft サービス プロバイダ製品使用権説明書


